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今日のcontents 
• 前回の内容の確認 

 

• 視覚と頸部の運動の関係性 

 

• 頸部・体幹の機能特性 

 

• 高次脳機能と体幹 

 

• 訓練の仮説(展開) 

 



体幹と姿勢制御 

 姿勢安定は何の為に必要か・・・ 

頭部と視覚を安定して保つことが大前提 

       

     (外部環境に対して) 



体幹において重要なこと 

•頸部(前庭系) 

 

•空間定位(姿勢制御) 

 

•視覚(眼球運動) 



  



  



  



  



  



姿勢制御 

前庭 

視覚 体性感覚 

姿勢制御≒空間認知では？ 



外部環境 

自己身体 

相互作用 

空間の拡張 



  



 頸部・体幹に『失行・失認』は 
     存在しないのか・・・ 



訓練の仮説(展開) 
①接触課題よりも空間課題 

頸部・体幹の機能特性上、末梢の接触に
より空間の位置関係が規定される因子よ
りも眼球運動、前庭、頸部・体幹の筋紡
錘からの情報が重要なのではないか 

 

 



訓練の仮説(展開) 
②眼球、頸部、体幹の細分化 

眼球運動と頸部の運動の細分化 

 視線の移動と頚部の運動 

 

頸部・体幹の動きの細分化 

 頸部のみの動き 

 体幹のみの動き 

 

肢位も考慮して 



訓練の仮説(展開) 
③右麻痺と左麻痺の体幹の区別 

右麻痺と左麻痺の訓練を区別する、上肢
と下肢の訓練を区別するのと同様に右の
体幹・左の体幹の訓練を区別する必要が
あるのではないか 



訓練の仮説(展開) 
④高次脳機能障害を考慮した体幹訓練 

高次脳機能障害＝行為・言語障害と考え
られやすいが錐体外路の支配が大きいと
はいえ、注意や空間、情報の統合の機能
を有していることから考慮する必要があ
るのではないか？ 

 



訓練を展開する上での問題点… 

• 頸部・体幹の麻痺をどのように評価するか 

• 上肢と比較して解剖・運動学的に分節的な
運動が困難 

• 頸部・体幹は道具の操作を行わない 

• 頸部・体幹に対してどのような病態・現象
が出現したら失行・失認と考えるのか 

 


